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【課題克服に向けた方向性】
①生活困窮者自立支援法等委託事業として実施される各種相談事業に加え、診療報酬・
介護保険制度等関連施策を統合的に運用できる仕組みを整備しスケールメリットを生む。

 ②深刻化・複合化した問題への解決力向上のため、教育・医療・福祉・労働・司法等、複数
領域の専門職が多職種・多世代でチームを編成・常駐できる相談窓口への転換を図る。

 ③要保護児童対策地域協議会及び子ども・若者支援地域協議会の連結など年齢毎の縦
割りから脱却を図り、社会参加・自立に至るまで一貫して「伴走」可能な制度を整備する。

 ④孤立するひとり一人の状態や置かれた環境、多様な価値観や文化等を理解し、関係性
を構築することが出来る専門性・柔軟性・機動性を持ったアウトリーチ機能を確保・拡充する。

 ⑤こども若者シェルター及び一時生活支援事業等による緊急一時支援の全国的な整備と
基金の創設等による入学、就職の際の初期費用の一部支給や保証人代行を可能にする。

 ⑥プラットフォーム整備事業補助金等により、子ども・若者が利用出来る相談支援サービ
スの多様性の確保と新たな社会資源の開発・運用のための経費補助を可能にする。 

【孤独・孤立の現場から考える従来型の公的支援の課題】
・委託要件・仕様書等の縛りで「総合相談」であっても「縦割り的」な対応にならざるを得ない。
・限られた職種・人員で運営される窓口が多いため深刻なケースに十分に対応ができていない。
・「子ども」と「若者」で担当課が異なるなど年齢や世代毎の「縦割り」で自立まで見届けられていない。
・ひきこもりやケアリーバー等孤立する子ども・若者へのアウトリーチ機能が不足している。
・シェルター等一時保護や一時生活支援事業等宿泊を伴う支援施設は自治体間格差が大きい。
・利用料や交通費等の必要経費や保証人に関して親や家族を頼れない若者が相当数存在する

Ⅰ子ども・若者の自立に係る
社会問題の解決を目指すためには公的支援体制の抜本的な強化が必要

～「誰ひとり取り残さない！」親や家族を頼れない子ども・若者にもしっかりと頼ってもらえる公的相談窓口を「協働」で確立する！～
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【課題克服に向けた方向性】
 ①教員等専門職養成を行う大学、支援実践のフィールドを提供するNPO、採用を行う行政
等が協定を結び、社会的孤立に係る「実践型」「協働型」の人材育成システムを創設する。

 ②社会的孤立に係る支援活動を資格取得要件や採用試験の加点等と連動させ評価するこ
とで、人材の流れを生み、課題解決能力を持った有能な人材を各分野に輩出する。

 ③官民問わず人件費単価の見直し、同一労働同一賃金の促進、会計年度任用職員制度
の適正化及び正規雇用化等、窓口の最前線に立っている相談員等の待遇改善を図る。

 ④正規雇用化等が難しい職種があるとすれば、NPO等民間との「協働」で能力評価制度を
創設し、キャリアパスやキャリアアップ制度を整備することで、将来的な待遇改善につなげる。

 ⑤SSW等学校配置の職種に関して、個別契約以外に、多職種のチームを配置できるNPO等
外部機関への委託を促進することで、卒業後・中退後の「伴走型支援」を実現する。

 ⑥価格競争の廃止or評価割合の大幅な縮減はもとより、委託事業に関して複数年の契約
を前提とすることで、計画的な人材育成や待遇改善に向けた発展的な取組を促進する。

【孤独・孤立の相談現場から考える従来型の公的支援の課題】
 ・背景要因が深刻化かつ複雑化しており、専門・分化した養成研修では機能しない。
 ・人口減少に伴う人手不足により、今後セーフティネットを担う人材の確保が困難になる。
・支援者の多くが非正規である一方、トラウマケア等長期的関わりを要する事案が増加している。
 ・行政側の都合で系統の全く異なる業務や他の自治体に回される等キャリアパス等が描けない。
 ・一人が校区を担当する属人的能力に頼った配置では相性やニーズの違いが膠着や後退を生む。
 ・人件費を削り合う価格競争は支援分野の健全な発展を妨げ、ワーキングプアを生んでいる。

Ⅱ自立支援分野で働く支援員等の雇用条件の改善と「プロ」を育てる
戦略的な人材育成システムの確立が必要

～社会問題の解決の過程で有能な人材を創り出す！大学、教育委員会、NPO等が提携した「協働型」の人材養成～
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【孤独・孤立の相談現場から考える従来型の公的支援の課題】
・互換性がない現行の相談記録システムは過重な事務負担の要因で相談のための時間を奪っている。
・現行の評価指標の多くが課題や年齢等縦割り的制約に基づくもので複合的な問題の検証が難しい。
・重篤ケースの排除につながるリスクが高い従来型の「就職率」等の単純な評価方法は弊害が大きい。
・評価が受け易い、収益性がある相談者のみに支援を提供する「クリームスキミング」が発生している。
・実績評価が適切でないため、企画競争で関係団体が対立し地域における分断が発生している。
・行政改革等による全国一律の制約が創意工夫の余地を奪い先進的取組を後退させることがある。
 

【課題克服に向けた方向性】
 ①各事業毎で開発され乱立する互換性もない相談記録システムの統合化によるDXを推進することで事務
負担の大幅な軽減とと共に、横断的な分析・検証できる仕組を構築する。
 ②先行する欧米のプログラム評価の理論と方法に学びつつも、「ひきこもり」等特有の問題に着眼しつつ
徹底的な議論、試行、検証を経て日本版の事業評価システムを確立させる。 
 ③対象者数等に応じて、適切な枠組（専門性、人員等の要件）を設定し、第三者機関によるフィデリティ(忠
実度)調査を実施することで、相談支援の質を恒常的に担保する。
 ④重篤ケースに対する予算の傾斜配分や経費負担、評価を伴ったリファーの仕組み等インセンティブメカ
ニズムを設けることで、「たらい回し」や「クリームスキミング」を起こさせない。
 ⑤受託団体の変更の際、相談者の孤立化を防ぐため、一定の引継ぎ期間及び応分の経費を設定するか、
実績に応じて規模を分け２者を採択し、メインの役割を交代できるようにする。
 ⑥行政改革の際は一律に改廃・制限等を設けるのではなく、地域の実績等を考慮し段階を設けるなど創
意工夫の余地を確保しつつ、社会問題を解決することで将来的な予算を削減する。

Ⅲ 相談記録システムのDXの推進等
事業評価システムを確立し本来の意味でのPDCAサイクルを起動させる

～従来型の「分かり易い」評価指標は複雑かつ深刻な問題を対象とする事業においては「不合理」を生むリスクが高い～
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【孤独・孤立の相談現場から考える従来型の公的支援の課題】
 ・窓口情報が分散しておりどこに何を相談したら良いか分からないといった声も少なくない。
 ・虐待やDV、精神疾患等環境に要因を抱えるケースの場合、「話を聴く」だけでは解決しない。
 ・被害を受ける若者と反社会的勢力との接点は緊急時の貸付や食料、宿泊先の提供等の場合も
少なくない。

 ・親と対立構図に陥っている場合、親世代に抵抗感を示し相容れない心境になっていることも多い。
 ・民間では求められない証明書の提出の義務化等の事務負担が若者の拒否感を強めている。
 ・縦割りで互換性がない現行の相談記録システムでは、大規模調査やエビデンスの検証が難しい。

【課題克服に向けた方向性】
 ①窓口情報の一元化及び安全に関する検証を行った上で、先行サイトとも連携する形で検索サイトを立ち
上げ、連動型広告の活用等により積極的かつ日常的な情報発信を行う。
 ②ACT等精神医療分野との「協働」により、24時間365日で重度の精神障害を抱える当事者に対しても良
質なアウトリーチサービスの提供が行える相談体制を地域で整える。
 ③居場所機能、宿泊機能、緊急一時支援が行える「シェルター」を各種法制度に基づき設置されている自
立相談支援事業所等関連窓口と連動させる形で全国に整備する。
 ④価値観のチャンネル合わせ等関係性構築を容易にするため、世代的条件や経験等を加味したマッチン
グや求心力を持った地域人材の活用等、組織的にも柔軟性を確保する。
 ⑤匿名で登録可能な枠を設けると共に、申請書類が必要な場合も簡素化・オンライン化を推進し、若者に
とって負担となる就職の際の証明書等の相談窓口への提出は廃止する。

 ⑥3省2ガイドライン*に準拠した電子カルテシステムの活用等窓口の信頼性を高める努力を重ねる一方で、

「助けを求めて、助けを受ける心構えやスキル（受援力）」を社会的に育む。

*厚生労働省「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」、

経済産業省・総務省「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者における安全管理ガイドライン」の総称

Ⅳ 「相談」「支援」の利用に関する
アクセシビリティ（利用しやすさ）の向上は早急に取り組むべき優先度の高い課題
～当事者が必要性を感じない申請手続等を排除し、匿名や仮名でも悩みを受け止められる枠組の構築を！～
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ご支援ご協力のお願い
～「どんな境遇の子どもも見捨てない！」誰もが孤立せずに希望を抱ける包摂的な地域社会の創造に向けて～

あなたからのご寄付で孤立する子ども達に「希望」を
届けます。どうか私たちに「力」をお貸しください。

ご寄付・賛助会員の手続方法の詳細については、
ホームページにてご案内させて頂いております。S.S.F.
は、「認定NPO法人」であるため、寄付金及び会費に
ついては、税控除の対象となります。

《佐賀銀行》
・支店名：武雄支店
・口座：普通口座
・口座番号：１７０３７７８
・口座名義：ﾄｸﾋ)スチューデント・サポート・フェイス
ア

《ゆうちょ銀行》
・支店名：一七九（イチナナキュウ）店（179）
・口座：当座
・口座番号：００７３３４３
・口座名義：スチューデント・サポート・フェイス

【寄附口座のご案内】

「ふるさと納税」始まる！

下記振込以外にもホームページ上のクレジット決済
機能がご利用頂けます。ご高覧の上、ご支援賜りま
すよう伏してお願い申し上げます。

佐賀県では、応援したいNPOを指定して寄附することができます(90％が寄付金に！)。
※ふるさと納税の要件等の詳細については佐賀県のHPに記載されています。

※申込や詳細は下記のQRコードもしくはWebから検索

※このバナーが目印！

「『声なきSOS』を受け止める。」、私たちは、学校や
地域社会から孤立し、「助けて」の一言すら発する
ことができない子ども達に寄り添ってきました。

不登校、ひきこもり、非行、ニート等、自立に困難
を抱える子ども達が抱える背景要因は一人ひとり異
なります。いじめ被害、貧困、虐待、DV、精神疾患、
発達障害…深刻かつ複雑な問題を抱え、孤立する

子ども達は決して少なくありません。

「生きることにすら希望が見いだせない…」、
大人たちに背を向け、孤独の中で

極限の状態に追い込まれる子ども達…。

「どんな境遇の子どもも見捨てない！」

私たちはアウトリーチのプロフェッショナルとして、
カウンセリングから学習支援、家族支援、居場所づ
くり、就労支援等、社会参加・自立に至るまでの
「伴走型」の寄り添い支援を実践しています。
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アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援
ネットワークを活用した多面的援助アプローチ

～どんな境遇の子ども見捨てない！NPOによる「協働型」「創造型」の支援実践～

足りないもの、必要なものは

「協働」で創り出す！

すべての子ども・若者が「安心」と
「希望」を抱ける地域づくり

社会的孤立・排除を生まない
総合的な支援体制の確立
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